
趙亜男「東京芸術大学附属図書館蔵『利休居士茶道百首』攷」 

 

『
日
本
ア
ジ
ア
研
究
』
第
十
四
号
（
二
○
一
七
年
三
月
） 

 

東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
利
久
居
士
茶
道
百
首
』
攷
―
附
釈
文
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

趙
亜
男*

 

 

江
戸
時
代
の
茶
道
に
お
い
て
、
千
利
休
の
教
え
と
見
ら
れ
る
も
の
を
和
歌
の
形
に
し
た
「
利
休
道
歌
」
が
世
に
伝
わ
り
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
現

在
に
い
た
っ
て
も
、
「
利
休
道
歌
」
「
利
休
百
首
」
の
注
釈
書
類
が
相
次
い
で
出
版
さ
れ
て
お
り
、
茶
の
初
心
者
や
茶
人
た
ち
に
愛
用
さ
れ
て
い
る
。
小

論
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
い
な
い
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
『
利
久
居
士
茶
道
百
首
』
（
以
下
芸
大
本
と
称
す
）
を
研
究
対
象
と
し
て
、

そ
の
成
立
年
代
と
構
成
を
紹
介
し
た
う
え
、
他
伝
本
と
の
校
合
を
通
し
て
、
芸
大
本
と
「
紹
鴎
百
首
」
と
の
関
係
を
分
析
し
、
本
伝
本
の
意
義
を
試
論

し
た
。 

 

七
伝
本
と
校
合
し
た
結
果
、
芸
大
本
は
「
紹
鴎
百
首
」
系
統
の
諸
伝
本
と
同
じ
歌
を
数
首
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
利
休
百
首
」
系
統
よ
り
「
紹
鴎

百
首
」
系
統
に
よ
り
近
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
し
て
、
筒
井
紘
一
氏
を
代
表
と
す
る
先
学
た
ち
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、
小
論
は
次
の
説
を
提
示

す
る
。
芸
大
本
は
、
千
利
休
以
降
茶
の
湯
が
遊
芸
化
か
ら
精
神
化
へ
と
発
展
し
て
い
る
江
戸
中
後
期
、
あ
る
流
派
の
茶
人
が
侘
茶
の
宗
旨
を
目
指
し
て

千
利
休
の
名
を
冠
し
て
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
存
諸
本
の
な
か
に
百
首
に
整
っ
て
い
る
最
古
の
写
本
と
し
て
、
そ
こ
に
は
作
者
の
編
集
意
識
が
現

れ
て
い
る
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

 

最
後
に
、
茶
道
百
首
の
研
究
に
新
し
い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
と
、
茶
道
流
派
に
お
け
る
家
元
シ
ス
テ
ム
の
成
立
と
発
展
に
対
す
る
研
究
に
、
芸
大

本
の
意
義
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。 

キ
ー
ワ
ー
ド
：「
利
休
道
歌
」
、
『
利
久
居
士
茶
道
百
首
』
、
紹
鴎
百
首 
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1
 

は
じ
め
に 

 
 

茶
道
に
お
い
て
、
千
利
休
の
教
え
と
見
ら
れ
る
も
の
を
和
歌
の
形
に
し

た
「
利
休
道
歌
」
が
世
に
伝
わ
り
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
現
在
に
お
い

て
も
、
「
利
休
道
歌
」
「
利
休
百
首
」
の
注
釈
書
類
が
相
次
い
で
出
版
さ
れ

て
お
り
(1)
、
茶
の
初
心
者
や
茶
人
た
ち
に
愛
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、
底
本
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
諸
本
に
対
す
る
関
心
が
低
く
、
そ
れ

に
関
わ
る
研
究
が
そ
れ
ほ
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
の
は
実
情
で
あ
る
。 

 

先
行
研
究
で
、
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
「
茶
道
百
首
」
の
系
統
整
理
を

め
ぐ
る
石
塚
修
氏
の
研
究
で
あ
る
。
氏
は
「
利
休
教
歌
の
系
統
と
展
開
―

百
首
歌
を
中
心
に
―
」（
『
文
藝
言
語
研
究
・
文
藝
篇
』
、
二
○
○
七
年
一
○

月
）
で
『
吃
茶
詠
一
百
四
十
七
首
』
を
八
本
の
伝
本
と
の
校
合
を
通
じ
て
、

そ
れ
ら
が
三
つ
の
系
統
に
分
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
『
吃
茶
詠
一
百
四
十
七

首
』
と
『
紹
鴎
茶
湯
百
首
』『
遠
州
侯
茶
道
百
首
』
と
は
同
じ
系
統
に
属
す

る
と
指
摘
し
た
。 

 

次
に
、
筒
井
紘
一
氏
著
『
茶
書
の
系
譜
』
の
中
に
は
百
首
の
系
統
に
関

連
す
る
記
述
が
次
の
二
箇
所
が
見
ら
れ
る
。 

道
歌
を
生
み
出
す
茶
道
界
の
動
向
に
刺
激
さ
れ
て
、
江
戸
初
期
の 

あ
る
時
点
で
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
「
茶
道
百
首
」
と
呼
ば
れ
る
も 

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
系
統
に
属
す
る
も
の
と
し
て
『
紹
鴎
百
首
』 

『
利
休
百
首
』
『
遠
州
百
首
』
『
南
坊
二
百
首
』
と
称
す
る
四
つ
が 

残
さ
れ
て
い
る
。
(2) 

江
戸
後
期
に
な
る
と
以
上
の
百
首
歌
と
は
別
の
系
統
に
属
す
る
道 

歌
・
教
訓
歌
も
い
く
つ
か
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
(3) 

 

ま
た
、
筒
井
氏
は
同
書
に
は
、
伝
本
の
紹
介
を
行
い
、
和
歌
内
容
を
比

較
し
た
結
果
、
「
「
利
休
百
首
」
、
「
紹
鴎
百
首
」
、
「
遠
州
百
首
」
と
い
う
題

は
つ
い
て
い
る
が
、
結
局
は
数
首
の
入
れ
替
え
が
あ
る
だ
け
で
同
一
の
内

容
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」(4)
と
い
う
結
論
を
付
け
た
。 

 

『
国
書
総
目
録
』
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
「
利
休
百

首
」
、「
紹
鴎
百
首
」
、「
遠
州
百
首
」
と
い
う
三
つ
の
作
品
が
「
茶
道
百
首
」

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
な
か
に
は
、
同
一
書
と

し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
諸
本
の
す
べ
て
が
か
な
ら
ず
し
も
同
一
系
統
に
属

す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
、
本
文
の
配
列
と
内
容
を
比
較
す
れ
ば
分
か

る
。
し
た
が
っ
て
、
記
載
さ
れ
て
い
る
諸
本
が
実
際
に
ど
の
系
統
に
属
す

る
も
の
な
の
か
は
、
一
つ
一
つ
調
査
す
る
他
な
い
。 

 

東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
利
久
居
士
茶
道
百
首
』（
以
下
芸
大

本
と
略
称
す
る
）
が
上
述
し
た
よ
う
な
特
別
の
存
在
で
あ
る
。
本
書
は
国

文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
収
録
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
小

論
は
、
先
学
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
芸
大
本
を
取
り
上
げ
、
ま
ず
そ
の

成
立
年
代
と
構
成
内
容
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
他
伝
本
と
の
校
合
を
通
し
て
、

芸
大
本
と
「
紹
鴎
百
首
」
と
の
関
係
と
そ
の
意
義
の
解
明
を
試
み
た
い
。 

  
 

二 

芸
大
本
の
書
誌
と
成
立
年
代 

 
 

東
京
芸
術
大
学
付
属
図
書
館
上
野
校
地
図
書
館
本
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お

り
、
整
理
番
号
は
Ｒ
７
９
１
／
４
で
あ
る
。
袋
綴
。
縦
二
三
・
六
×
横
十

六
・
九
糎
。
楮
紙
。
栗
色
表
紙
が
あ
り
、
表
紙
の
左
上
に
縦
十
四
×
横
二
・

九
糎
の
題
簽
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
外
題
は
以
下
の
通
り
。 

 
 

利
久
居
士
茶
道
百
首 

 
 

久
羅
婦
山 

香
道
壽
賀
枕 

 

巻
頭
に
序
文
が
書
か
れ
、
序
文
の
右
上
に
「
東
京
芸╲

術
大
学╲

図
書
印
」

と
い
う
単
郭
朱
色
の
蔵
書
印
が
見
ら
れ
る
以
外
、
他
所
に
蔵
書
印
は
存
し
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な
い
。 

 
『
利
久
居
士
茶
道
百
首
』
に
は
、
異
な
る
日
付
が
二
箇
所
記
さ
れ
て
い

る
。
一
箇
所
は
巻
頭
に
附
さ
れ
て
い
る
序
文
の
直
後
に
あ
る
。 

 
 

慶
長
三
戊
戌
年 

 

利
休
居
士 

 
 

 
 

十
月
札
朔
日 

 
 

 
 

宗
易 

 
 

も
う
一
箇
所
は
末
尾 

安
永
二
癸
巳
年
霜
月
朔
日 

 

岩
波
氏
舄((

マ
マ)

之 
 

慶
長
期
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
、
古
活
字
版
の
『
見
咲
三
百
首
和
歌
』

が
既
に
版
行
さ
れ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
筒
井
紘
一
氏
は
『
茶
書

の
系
譜
』
で
は
そ
れ
に
つ
い
て
利
休
百
首
道
歌
の
原
形
を
な
す
歌
が
つ
く

ら
れ
て
い
た
と
述
べ
、『
見
咲
三
百
首
和
歌
』
と
利
休
百
首
と
の
密
接
な
関

連
を
指
摘
し
た
(5)
。 

 

さ
ら
に
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
の
年
紀
は
、
今
日
庵
文
庫
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
写
本
『
茶
之
湯
百
首 

附
続
茶
之
湯
百
首
』（
以
下
今
日
庵
本

と
略
称
す
る
）
の
奥
書
に
は
「
慶
長
三
年
三
月
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
関
し
て
『
茶
書
の
系
譜
』
に
は
論
及
は
な
い
が
、
同
書
よ
り
一
年

前
に
発
表
さ
れ
た
論
文
に
は
、
筒
井
氏
は
「
本
書
に
よ
る
と
「
利
休
百
首
」

を
最
初
に
ま
と
め
た
の
は
「
慶
長
三
年
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、

そ
の
ま
ま
信
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
(6)
と
述
べ
て
い
る
。 

 

そ
し
て
、
今
日
庵
本
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
、
同
氏
は
次
の
見
解
を
示

し
て
い
る
。 

元
禄
年
間
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ 

し
元
禄
年
間
に
は
「
乙
丑
」
の
年
は
な
い
。
だ
が
、
『
茶
湯
秘
抄
』 

の
宝
永
五
年
（
一
七
○
八
）
よ
り
は
数
年
以
前
で
あ
る
か
ら
、
本 

書
が
「
利
休
」
の
名
を
百
首
に
冠
し
た
最
初
で
あ
る
と
い
う
こ
と 

が
で
き
る
。
(7) 

 

芸
大
本
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
写
本
の
末
尾
に
書
か
れ
て
い
る
日

付
に
よ
る
と
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
判
断
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
前
述
し
た
筒
井
氏
の
見
解
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
見
る

と
、
芸
大
本
の
成
立
は
今
日
庵
本
よ
り
数
十
年
遅
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

さ
て
、
筒
井
氏
に
よ
れ
ば
「
慶
長
三
年
」
の
信
憑
性
は
期
待
ら
れ
な
い

が
、
芸
大
本
の
序
文
に
書
か
れ
て
い
る
「
書
つ
け
侍
れ
は
漸
百
首
に
成
」

に
基
づ
け
ば
、
慶
長
期
に
は
「
茶
湯
百
首
」
と
し
て
意
図
的
に
ま
と
め
る

文
芸
的
営
為
が
す
で
に
始
ま
っ
た
可
能
性
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
と

考
え
る
。
と
い
う
の
は
、
茶
の
湯
の
歴
史
に
お
い
て
よ
く
注
目
さ
れ
て
い

る
数
件
の
出
来
事
が
慶
長
期
に
起
き
た
か
ら
で
あ
る
。
代
表
的
な
こ
と
を

挙
げ
れ
ば
、
疑
問
と
さ
れ
る
慶
長
三
年
に
は
、
一
番
知
ら
れ
て
い
る
の
は

千
利
休
の
切
腹
に
導
い
た
人
物
と
な
る
豊
臣
秀
吉
の
死
去
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
に
は
、
古
田
織
部
は
小
堀
作
介
（
遠
州
）
、

金
森
長
近
（
宗
和
の
父
）
ら
武
将
と
ほ
か
三
十
人
ほ
ど
堺
衆
と
吉
野
の
花

見
に
出
か
け
た
途
中
、「
利
休
妄
魂
」
と
書
か
れ
た
額
を
打
っ
た
「
ニ
ナ
イ

茶
屋
」
を
持
ち
出
し
た
と
『
松
屋
会
記
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

千
利
休
が
自
殺
し
て
以
降
、
わ
び
茶
の
道
統
が
武
家
茶
人
に
継
が
さ
れ

た
よ
う
だ
が
、
慶
長
年
間
千
少
庵
と
そ
の
子
宗
旦
は
利
休
の
茶
の
湯
を
め

ぐ
る
再
興
活
動
も
開
始
し
て
い
る
。
谷
端
昭
夫
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、「
慶
長
年
間
は
政
治
史
上
で
も
豊
臣
、
徳
川
勢
力
が
相
争
う
激
動
期
で

あ
っ
た
。
茶
道
史
で
も
こ
れ
は
同
様
で
、
利
休
亡
き
後
の
新
た
な
茶
の
湯

が
模
索
さ
れ
、
幾
ら
か
の
ス
タ
イ
ル
が
形
成
ら
れ
始
め
て
い
た
」
。
(8)
そ
の

背
景
の
下
、
古
田
織
部
を
代
表
と
し
た
武
家
の
茶
の
湯
者
は
武
家
茶
道
を

当
時
の
茶
の
湯
主
流
と
し
て
普
及
し
よ
う
と
し
て
、
あ
る
い
は
わ
び
茶
の

道
統
を
取
り
戻
そ
う
と
し
た
わ
び
茶
人
た
ち
は
道
の
心
得
や
手
前
の
次
第

の
教
諭
を
目
的
に
、「
茶
道
百
首
」
を
ま
と
め
た
こ
と
は
あ
り
う
る
推
定
だ

と
考
え
る
。 
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三 

芸
大
本
と
紹
鴎
百
首
の
関
係 

 
 

芸
大
本
『
利
久
居
士
茶
道
百
首
』
は
「
炭
寸
法
之
覚
」（
原
本
に
付
け
ら

れ
て
い
る
題
名
）
、「
二
十
六
首
和
歌
」
と
「
百
首
和
歌
」（
小
論
の
筆
者
が

後
に
付
し
た
題
名
）
と
い
う
三
つ
の
部
分
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
小
論

で
は
「
炭
寸
法
之
覚
」
は
後
考
に
委
ね
、
ま
ず
「
二
十
六
首
和
歌
」
に
つ

い
て
考
察
を
進
め
る
。 

 

１ 

芸
大
本
「
二
十
六
首
和
歌
」
と
「
武
野
紹
鴎
茶
歌
百
首
」
「
そ
れ
以
外
の
紹 

鴎
茶
道
歌
」
の
関
係 

 
 

こ
れ
ま
で
調
査
し
え
た
写
本
と
板
本
の
み
な
ら
ず
、
先
行
研
究
に
お
い

て
も
「
二
十
六
首
和
歌
」
類
似
の
和
歌
が
一
首
も
見
出
し
え
な
か
っ
た
が

唯
一
、
彦
根
藩
資
料
調
査
研
究
委
員
会
に
よ
っ
て
編
集
し
た
『
史
料
井
伊

直
弼
の
茶
の
湯 

上
』
に
収
録
さ
れ
、
井
伊
直
弼
が
ま
と
め
た
『
茶
道
歌

集
』
(9)
中
の
「
武
野
紹
鴎
茶
歌
百
首
」
と
「
そ
れ
以
外
の
紹
鴎
茶
道
歌
」

に
二
首
ず
つ
見
出
さ
れ
た
。
以
下
は
そ
の
対
照
表
で
あ
る
（
両
書
で
本
文

の
異
な
る
箇
所
に
傍
線
を
付
し
た
）
。 

 

【
表
一
】 

 

芸
大
本
「
二
十
六
首
和
歌
」 

 
 

「
武
野
紹
鴎
茶
歌
百
首
」 

貴
人
な
と
あ
い
客
な
ら
は
我
か
た
な 

 

貴
人
な
と
相
客
な
ら
ハ
我
か
た
な 

は
な
か
み
し
き
て
か
へ
に
も
た
せ
よ 

 

は
な
紙
し
き
て
壁
に
も
た
せ
よ 

こ
ほ
し
を
は
ひ
さ
よ
り
少
さ
け
て 

 
 

こ
ほ
し
を
ハ
膝
よ
り
先
へ
出
す
な
よ 

お
け 

す
ゝ
き
を
う
つ
に
も
の
け
り 

 

す
ゝ
き
を
い
る
ゝ
う
つ
は
も
の
ゆ
ゑ 

  

 

芸
大
本
「
二
十
六
首
和
歌
」 

 
 

「
そ
れ
以
外
の
紹
鴎
茶
道
歌
」 

上
の
た
な
く
は
ん
と
羽
箒
外
に
ま
た 

 

上
の
棚
鐶
と
羽
箒
外
に
ま
た 

羽
と
か
う
は
こ
も
か
さ
る
も
の
な
り 

 

羽
と
香
合
と
か
さ
る
も
の
な
り 

茶
巾
を
は
水
さ
し
の
ま
へ
も
し
は
又 

 

茶
巾
を
は
水
指
の
う
へ
も
し
ハ
又 

 

ひ
さ
く
お
く
へ
き
た
な
の
は
し
に
も 

 

柄
杓
置
へ
き
棚
の
端
な
り 
 

 

右
の
対
照
表
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、「
二
十
六
首
和
歌
」
と
「
武
野
紹
鴎

茶
歌
百
首
」
と
、
ま
た
、「
二
十
六
首
和
歌
」
と
「
そ
れ
以
外
の
紹
鴎
茶
道

歌
」
と
は
同
じ
意
味
を
持
つ
漢
字
と
仮
名
の
置
き
換
え
以
外
完
全
に
一
致

す
る
。
傍
線
を
施
し
た
四
箇
所
に
存
在
し
て
い
る
相
違
を
除
け
ば
両
者
は

同
様
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。 

 

さ
て
、「
二
十
六
首
和
歌
」
と
紹
鴎
百
首
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
る

の
だ
ろ
う
。
こ
の
疑
問
を
解
明
す
る
た
め
に
、
ま
ず
注
目
し
た
い
の
が
「
武

野
紹
鴎
茶
歌
百
首
」
と
「
そ
れ
以
外
の
紹
鴎
茶
道
歌
」
の
間
に
書
き
加
え

ら
れ
た
井
伊
直
弼
の
注
記
で
あ
る
。 

 

右
紹
鴎
茶
歌
百
首
世
々
数
本
あ
り
て
入
た
る
歌
と
又
除
き
た
る
歌 

と
互
ニ
混
乱
し
一
様
な
ら
す
、
上
ニ
あ
ら
わ
す
ハ
多
分
ニ
入
た
る 

歌
と
も
を
ゑ
ら
む
也
、
猶
右
之
外
ニ
伝
は
り
た
る
歌
共
ニ
記
す
(10) 

 
 

右
の
注
記
か
ら
分
か
る
の
は
次
の
三
点
と
な
る
。 

①
紹
鴎
茶
歌
百
首
が
世
々
数
本
流
布
し
て
い
た 

②
収
録
さ
れ
た
和
歌
が
混
乱
し
た
た
め
「
武
野
紹
鴎
茶
歌
百
首
」
は
不
完

全
で
あ
る 

③
「
そ
れ
以
外
の
紹
鴎
茶
道
歌
」
を
補
充
し
た
も
の
で
あ
る 

 

こ
の
よ
う
に
、「
武
野
紹
鴎
茶
歌
百
首
」
と
「
そ
れ
以
外
の
紹
鴎
茶
道
歌
」

は
恐
ら
く
井
伊
直
弼
が
当
時
触
れ
た
〈
紹
鴎
茶
歌
集
成
〉
の
よ
う
な
も
の
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と
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。 

 
次
に
、
同
書
に
は
『
茶
道
歌
集
』
の
本
文
だ
け
で
な
く
、
そ
の
書
誌
情

報
、
成
立
、
内
容
な
ど
に
つ
い
て
も
詳
し
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
校

合
成
果
に
よ
る
と
、
「
武
野
紹
鴎
茶
歌
百
首
」
の
内
八
十
一
首
、
「
そ
れ
以

外
の
紹
鴎
茶
道
歌
」
五
十
三
首
の
内
二
首
が
続
群
書
所
収
『
紹
鴎
茶
湯
百

首
』（
以
下
続
群
書
本
と
称
す
）
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
上
述
し
た
井
伊
直

弼
の
注
記
と
併
せ
て
考
え
る
と
、「
武
野
紹
鴎
茶
歌
百
首
」
と
「
そ
れ
以
外

の
紹
鴎
茶
道
歌
」
の
底
本
は
続
群
書
本
以
外
別
に
存
在
す
る
こ
と
に
は
疑

問
の
余
地
が
な
い
。 

 

国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
収

録
さ
れ
て
い
る
鍋
島
報
効
会
か
ら
佐
賀
県
立
図
書
館
に
寄
託
の
『
紹
鴎
百

首
』（
以
下
佐
賀
本
と
称
す
）
は
続
群
書
本
の
異
本
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
石
塚
修
氏
の
研
究
成
果
(11)
を
参
考
す
れ
ば
佐
賀
本
の
他
に
も
異
本
が

存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

以
上
の
ご
と
く
、「
二
十
六
首
和
歌
」
は
続
群
書
本
と
佐
賀
本
と
同
じ
紹

鴎
百
首
系
統
に
属
す
る
異
本
の
一
部
分
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
。 

 

２ 

芸
大
本
「
百
首
和
歌
」
と
続
群
書
本
、
佐
賀
本
の
関
係 

  

各
伝
本
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
そ
れ
を
次
の
七
本
の
伝
本

と
校
し
、
和
歌
の
配
列
と
有
無
を
文
末
の
和
歌
配
列
表
に
て
示
し
た
。 

 

①
写
本
『
利
休
百
首
和
歌
』
（
架
蔵
本
１
）
江
戸
後
期 

 
 

九
十
首 

 

②
版
本
『
利
休
茶
湯
百
首
』
（
慶
應
本
）
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
） 

 
 

 
 

九
十
四
首 

慶
應
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
蔵 

 
 

 
 

 

請
求
記
号
：
一
二
八
―
二
八
―
一 

 

③
写
本
『
利
休
茶
道
謌
』
（
東
大
本
１
）
江
戸
後
期 

 
 

九
十
四
首 

 
 

 
 

東
京
大
学
総
合
図
書
館
南
葵
文
庫
所
蔵 

 

 
 

 
 

請
求
記
号
：
Ｙ
Ｂ
二
十
―
五
六
六 

 

④
写
本
『
利
休
居
士
茶
歌
百
首
』
（
東
大
本
２
）
宝
暦
二
年
七
月 

 
 

 
 

九
十
八
首 

東
京
大
学
総
合
図
書
館
南
葵
文
庫
所
蔵 

 
 

 
 

請
求
記
号
：
Ｙ
Ｂ
二
十
―
六
八 

 

⑤
写
本
『
利
休
居
士
教
諭
百
首
詠
』
（
架
蔵
本
２
）
江
戸
後
期 

 
 

 
 

 
 

九
十
九
首 

 

⑥
写
本
『
紹
鴎
百
首
』
（
佐
賀
本
） 

江
戸
後
期 

 
 

 
 

 

百
首 

 
 

 
 

鍋
島
報
効
会
か
ら
佐
賀
県
立
図
書
館
に
寄
託 

 
 

 
 

請
求
記
号
：
九
九
一
―
二
○
三
九
―
九
九
一
・
一 

 

⑦
写
本
『
紹
鴎
茶
湯
百
首
』
（
続
群
書
本
）
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
） 

 
 

 
  

百
五
首 

マ
イ
ク
ロ
請
求
記
号
：
二
十
―
一
四
六
―
一
―
六
一
五 

 
 

文
末
の
表
を
概
観
す
る
に
、
②
慶
應
本
と
③
東
大
本
１
は
配
列
に
お
い

て
完
全
に
一
致
し
、
①
架
蔵
本
１
は
両
本
と
の
配
列
が
異
な
る
が
歌
の
有

無
が
ほ
ぼ
一
緒
で
あ
る
た
め
、
こ
の
三
伝
本
は
同
じ
系
統
（
小
論
で
は
慶

應
本
系
統
と
称
す
）
に
属
す
る
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
芸
大
本
は
他
の
伝
本
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
表
の
歌
の
有
無
状
況
を
一
見
す
る
だ
け
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、

芸
大
本
、
⑦
続
群
書
本
と
⑥
佐
賀
本
三
伝
本
の
内
八
首
の
和
歌
が
上
述
し

た
慶
應
本
系
統
の
三
伝
本
と
④
東
大
本
２
を
含
め
た
四
伝
本
の
伝
書
に
存

せ
ず
、
さ
ら
に
芸
大
本
と
⑦
続
群
書
本
両
本
の
内
の
二
首
も
見
え
な
い
。

芸
大
本
、
⑦
続
群
書
本
と
⑥
佐
賀
本
三
伝
本
の
異
同
を
よ
り
分
か
り
や
す

く
す
る
た
め
に
、
文
末
に
対
照
表
を
作
成
し
た
（
後
掲
【
表
二
―
一
、
二

―
二
】
参
照
）
。 

 
傍
線
を
施
し
た
部
分
を
除
け
ば
、
明
ら
か
に
三
本
の
本
文
は
一
致
し
て

い
る
。
他
の
伝
本
に
比
べ
て
、
芸
大
本
に
の
み
存
在
す
る
歌
と
芸
大
本
に

の
み
存
在
し
な
い
歌
が
そ
れ
ぞ
れ
数
首
あ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
、
芸
大
本

は
⑦
続
群
書
本
、
⑥
佐
賀
本
と
同
一
系
統
に
属
す
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
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が
、
少
な
く
と
も
慶
應
本
系
統
よ
り
、
芸
大
本
は
⑦
続
群
書
本
、
⑥
佐
賀

本
に
よ
り
近
い
と
い
う
こ
と
は
認
め
て
良
い
と
思
う
。 

 
四 
「
二
十
六
首
和
歌
」
「
百
首
和
歌
」
に
見
る
芸
大
本
の
意
義 

  

文
献
資
料
の
意
義
を
判
断
す
る
と
き
、
重
要
な
手
段
と
見
ら
れ
る
の
は

制
作
者
の
分
析
で
あ
る
。
し
か
し
、
芸
大
本
の
制
作
者
が
不
明
の
た
め
、

本
節
で
は
そ
の
構
成
内
容
「
二
十
六
首
和
歌
」「
百
首
和
歌
」
を
手
が
か
り

と
し
て
芸
大
本
の
意
義
を
考
察
し
た
い
と
思
う
。 

 

「
二
十
六
首
和
歌
」
の
す
べ
て
が
前
節
で
挙
げ
た
七
伝
本
に
は
存
し
な

い
こ
と
は
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
。
異
な
る
歌
と
い
う
も
の
の
、
掛
物
・

茶
入
・
茶
巾
な
ど
に
関
す
る
歌
は
七
伝
本
の
中
に
類
似
す
る
も
の
が
見
つ

か
り
、
露
地
に
関
し
て
は
「
利
休
教
歌
三
十
一
首
」
(12)
に
同
類
の
歌
も
見

ら
れ
る
。
た
だ
一
つ
特
別
な
存
在
は
貴
人
に
関
す
る
歌
で
あ
る
。 

 
 

 

貴
人
な
と
あ
い
客
な
ら
は
我
か
た
な 

 
 

は
な
か
み
し
き
て
か
へ
に
も
た
せ
よ 

 
 

前
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
歌
は
「
武
野
紹
鴎
茶
歌
百
首
」
に
も
あ

る
。
ほ
か
に
は
、
和
歌
で
は
な
い
が
、『
烏
鼠
集
』
に
は
貴
人
に
対
す
る
条

文
が
四
十
五
か
条
が
あ
る
(13)
。『
石
州
三
百
箇
条
』
に
は
貴
人
に
対
す
る
心

遣
い
を
示
す
条
文
が
七
か
条
あ
る
と
桑
田
忠
親
氏
が
「
片
桐
石
州
と
茶
道

芸
術
」
に
指
摘
し
て
い
る
。「
将
軍
家
茶
道
」
(14)
の
色
彩
を
持
つ
貴
人
点
式

で
あ
る
た
め
、
貴
人
条
文
が
逓
減
し
て
い
る
『
烏
鼠
集
』
と
『
石
州
三
百

箇
条
』
に
続
い
て
、
芸
大
本
は
そ
の
変
遷
の
末
尾
に
あ
り
、「
将
軍
家
茶
道
」

の
色
彩
が
残
さ
れ
た
。 

 

「
百
首
和
歌
」
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
実
数
百
首
に
整
え
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
『
法
護
普
須
磨
』
(15)
を
加
え
て
、
同
じ
く
百
首
の
和
歌
を
持
つ

芸
大
本
、
佐
賀
本
、『
法
護
普
須
磨
』
の
間
に
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
っ
て

い
る
か
、
そ
し
て
和
歌
の
入
れ
替
え
と
異
動
に
示
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て

論
を
進
め
た
い
。
成
立
時
期
か
ら
並
べ
る
と
、
上
述
し
た
三
伝
本
の
順
序

は
次
の
通
り
。 
 

 

芸
大
本
（
一
七
七
三
年
） 

 

紹
鴎
百
首
佐
賀
本
（
一
八
一
八
～
一
八
九
八
年
） 

 

法
護
普
須
磨
（
一
八
五
六
年
） 

 
 内

容
に
関
し
て
は
、
芸
大
本
と
佐
賀
本
に
つ
い
て
対
照
し
て
み
る
と
、
佐

賀
本
は
芸
大
本
に
比
べ
て
手
前
の
心
得
や
炭
手
前
、
茶
入
及
薄
茶
器
に
関

わ
る
十
四
首
の
和
歌
を
添
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
(16)
。 

 

何
に
て
も
道
具
扱
ふ
其
時
は
取
手
は
か
ろ
く
て
お
く
手
重
か
れ 

口
広
き
茶
入
の
茶
を
は
汲
と
云
せ
は
き
口
を
は
す
く
ふ
と
そ
云 

筒
茶
碗
ふ
か
は
底
よ
り
ふ
き
あ
か
れ
重
て
内
へ
手
は
や
ら
ぬ
も
の 

客
に
な
り
炭
す
る
な
ら
は
い
つ
と
て
も
薫
物
な
と
は
客
た
か
ぬ
も
の 

崩
れ
た
る
其
白
炭
を
と
り
上
て
又
も
ま
た
置
事
は
な
き
も
の 

風
炉
に
て
は
炭
は
な
き
も
の
見
ぬ
迚
も
見
ぬ
こ
そ
猶
そ
見
る
と
知
へ
し 

何
に
て
も
道
具
置
付
か
ゑ
る
手
は
恋
し
き
人
に
別
る
る
と
し
れ 

茶
入
よ
り
其
茶
す
く
は
は
心
得
て
初
中
後
す
く
ゑ
そ
れ
か
秘
事
也 

湯
を
汲
て
茶
碗
に
入
る
其
時
は
柄
杓
は
ひ
く
な
我
が
肱
を
引 

花
見
よ
り
帰
り
の
人
に
茶
の
湯
せ
ば
花
取
来
る
絵
も
花
も
置 

不
時
な
と
に
客
の
来
ら
は
手
前
を
は
心
は
さ
う
に
わ
さ
は
慎
し
め 

右
の
手
を
扱
ふ
時
は
我
心
左
の
方
の
手
の
内
に
も
て 

な
ま
る
と
は
道
に
て
早
く
又
遅
く
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
む
ら
あ
る
を
い
ふ 
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板
床
に
葉
茶
壺
茶
入
名
物
を
か
さ
ら
ぬ
も
の
と
伝
へ
て
そ
聞 

（
「
『
紹
鴎
百
首
』
の
も
た
ら
す
意
味
―
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
本
の 

紹
介
を
中
心
に
」
二
五
六
～
二
六
一
頁
参
照
） 

 

こ
れ
ら
の
和
歌
は
法
護
普
須
磨
に
も
存
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
上
記
の
十

四
首
の
ほ
か
、
芸
大
本
と
佐
賀
本
両
本
と
対
比
す
る
と
、
法
護
普
須
磨
は

そ
れ
ぞ
れ
八
首
、
十
首
の
茶
道
と
修
業
の
和
歌
を
追
加
し
た
。 

 

「
芸
大
本
と
佐
賀
本
両
本
に
存
し
な
い
八
首
」 

稽
古
と
は
一
よ
り
な
ら
ひ
十
を
し
り
十
よ
り
か
へ
る
も
と
の
其
一 

茶
の
湯
を
ハ
こ
こ
ろ
に
染
て
目
に
か
け
す
耳
を
そ
は
め
て
聞
事
も
無 

水
と
湯
と
茶
巾
茶
筅
に
箸
や
う
し
柄
杓
と
心
あ
た
ら
し
き
よ
し 

茶
は
さ
ひ
て
心
は
あ
つ
く
も
て
な
せ
よ
道
具
は
い
つ
も
有
合
に
せ
よ 

茶
の
湯
に
ハ
梅
寒
菊
に
木
葉
実
落
青
竹
枯
木
暁
の
し
も 

茶
の
湯
と
ハ
只
湯
を
わ
か
し
茶
を
点
て
の
む
は
か
り
な
る
事
と
知
へ
し 

本
来
も
な
き
い
に
し
へ
の
法
な
れ
と
今
そ
極
る
本
来
の
法 

規
矩
左
法
護
り
盡
し
て
破
る
と
も
離
る
る
と
て
も
本
を
わ
す
れ
な 

「
芸
大
本
に
存
し
て
佐
賀
本
に
存
し
な
い
二
首
」 

目
に
も
見
よ
耳
に
も
ふ
れ
よ
香
を
き
き
て
事
を
と
ゐ
つ
つ
能
合
点
せ
よ 

な
ら
ひ
を
は
塵
芥
そ
と
と
思
へ
か
し
書
物
は
反
古
こ
し
張
に
な
せ 

（
『
近
代
黎
明
期
の
茶
の
湯 

裏
千
家
十
一
代
玄
々
斎
宗
室
の
時
代
』
(17) 

「
利
休
居
士
教
諭
百
首
詠
」
翻
刻
一
七
九
～
一
八
○
頁
参
照
） 

 
 

逆
に
、
芸
大
本
に
あ
っ
た
十
三
首
の
和
歌
は
佐
賀
本
と
法
護
普
須
磨
に

は
な
く
、
佐
賀
本
に
あ
っ
た
十
二
首
の
和
歌
は
法
護
普
須
磨
に
も
な
い
。

し
か
も
、
こ
の
十
三
首
と
十
二
首
は
完
全
に
異
な
る
内
容
で
あ
る
。 

「
芸
大
本
に
存
し
て
佐
賀
本
と
法
護
普
須
磨
に
存
し
な
い
十
三
首
」 

花
い
け
は
ゑ
ん
の
き
ら
す
な
そ
の
花
の
つ
り
合
し
り
て
生
る
物
な
り 

 
 

其
花
の
ゑ
ん
の
き
る
ゝ
を
し
る
時
は
あ
か
た
ま
ふ
た
つ
合
に
白
玉 

花
い
け
は
あ
い
を
き
ら
す
な
続
よ
く
さ
い
〳
〵
生
て
よ
く
か
て
ん
せ
よ 

細
口
の
花
い
け
な
ら
は
い
つ
と
て
も
水
す
こ
し
入
生
る
も
の
な
り 

 
 

四
畳
半
大
目
に
む
か
ひ
蓋
お
か
は
ふ
ち
よ
り
三
つ
め
大
小
に
よ
る 

 
 

こ
し
き
釜
ひ
さ
く
は
内
へ
い
る
な
れ
は
わ
く
ち
は
ふ
ち
へ
か
け
て
こ
そ
お
け 
 

 

わ
く
ち
と
て
ふ
ち
へ
か
た
り
と
一
す
し
に
お
も
ふ
な
そ
れ
も
口
の
た
か
ひ
く 

 
 

よ
の
中
に
ふ
く
さ
さ
は
き
を
て
ま
は
し
に
に
き
り
て
ふ
く
は
こ
の
ま
さ
り
け
り 

 
 

ひ
さ
く
を
は
は
つ
ま
せ
つ
か
ふ
人
お
ほ
く
し
さ
ひ
の
茶
を
は
何
と
た
つ
ら
む 

 
 

音
た
か
く
茶
わ
ん
の
ふ
ち
を
茶
杓
に
て
う
つ
は
又
な
き
あ
や
ま
り
そ
か
し 

 
 

下
手
と
見
て
人
を
見
こ
な
す
人
は
下
手
と
ら
へ
て
後
の
つ
と
は
し
ら
れ
す 

 
 

功
つ
め
て
習
は
ぬ
と
て
も
い
つ
と
な
く
し
せ
ん
に
か
な
ふ
ふ
し
き
な
り
け
り 

 
 

よ
し
あ
し
は
そ
の
い
に
し
へ
の
和
尚
よ
り
つ
た
へ
を
き
に
し
書
物
に
と
へ 

（
本
稿
芸
大
本
翻
刻
参
照
） 

「
佐
賀
本
に
存
し
て
法
護
普
須
磨
に
存
し
な
い
十
二
首
」 

 
 

茶
杓
に
て
翻
し
を
た
た
く
人
多
し
と
て
も
服
紗
て
ふ
く
も
の
そ
か
し 

 
 

夏
な
ら
は
炭
を
さ
い
ろ
う
か
な
火
は
し
木
地
の
香
合
ぬ
る
物
と
し
る
へ
し 

夏
な
と
は
水
次
も
ま
た
か
ね
か
よ
し
冬
は
塗
た
る
志
の
片
口 

    

夏
目
に
て
濃
茶
を
た
て
は
い
つ
と
て
も
蓋
す
る
と
き
は
服
紗
に
て
ふ
け 

 
 

我
呑
し
す
す
き
の
跡
を
は
い
た
た
き
て
の
む
は
あ
や
ま
る
あ
し
ら
ひ
と
聞 

輪
口
を
は
姥
口
す
へ
に
居
へ
て
よ
き
さ
れ
と
か
つ
こ
ふ
見
合
て
せ
よ 

中
央
に
香
匙
火
筋
指
す
な
ら
は
灰
押
左
な
り
火
は
し
右
な
り 

薄
板
は
長
み
一
尺
三
寸
五
分
横
の
ひ
ろ
さ
は
九
寸
と
そ
き
く 

絵
に
よ
り
て
花
に
心
は
お
ふ
か
ら
ぬ
風
に
た
て
つ
く
草
花
は
な
し 

兼
て
よ
り
約
束
し
け
る
客
な
ら
は
心
は
真
に
業
は
か
ろ
か
れ 

 
 

小
壺
に
て
茶
を
た
つ
る
に
は
す
く
ふ
と
も
く
む
と
も
い
わ
す
さ
し
ぬ
く
と
云 

何
に
て
も
花
を
拝
見
す
る
時
は
扇
る
を
ぬ
き
て
寄
て
見
る
も
の 

（
「
『
紹
鴎
百
首
』
の
も
た
ら
す
意
味
―
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
本
の 
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紹
介
を
中
心
に
」
二
五
六
～
二
六
一
頁
参
照
） 

 
 

前
述
の
よ
う
に
、
三
伝
本
は
と
も
に
百
首
の
歌
を
も
つ
も
の
の
、
各
々

の
な
か
に
収
め
ら
れ
て
い
る
和
歌
に
数
首
の
入
れ
替
え
が
見
ら
れ
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
三
伝
本
の
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
存
在
で
あ
り
、
三
つ
の

系
統
に
見
ら
れ
る
ほ
う
が
適
切
で
あ
ろ
う
。 

 

さ
て
和
歌
の
入
れ
替
え
に
関
し
て
ど
う
い
う
意
味
を
も
た
ら
す
の
か
。

三
伝
本
の
大
部
分
が
一
致
し
て
い
る
が
、
そ
の
間
に
横
た
わ
る
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
顕
著
な
相
違
は
、
そ
の
原
因
は
地
域
差
だ
け
で
な
く
、
時
代
的
な

変
遷
に
も
求
め
う
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
地
域
差
に
関
し
て

は
、
十
分
な
資
料
は
な
い
た
め
、
今
後
の
研
究
を
俟
た
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

時
代
的
な
変
遷
か
ら
見
る
と
、
三
伝
本
が
成
立
さ
れ
た
江
戸
中
後
期
の

茶
の
湯
に
つ
い
て
、
筒
井
氏
に
よ
る
「
遊
芸
化
か
ら
精
神
化
へ
」
と
変
わ

っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
前
文
に
挙
げ
て
い
る
入
れ
替
え
の
和
歌
の
内

容
か
ら
、
時
代
の
変
遷
に
よ
り
筒
井
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
茶
の
湯
の

変
化
が
見
え
る
が
、
制
作
者
自
身
の
意
識
を
直
接
う
か
が
わ
れ
る
の
は
芸

大
本
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
芸
大
本
「
二
十
六
首
和
歌
」
と
「
百
首
和

歌
」
の
間
に
、
別
の
も
の
と
し
て
次
の
一
首
が
あ
る
。 

 
 

 

ほ
の
〳
〵
と
あ
か
し
の 

 
 

 
 

 
 

（
四
○
九
） 

 
 

う
ら
の
あ
さ
霧
に 

 
 

嶋
か
く
れ
ゆ
く 

 
 

お
も
ふ 

 
 

 
 

 
 

舟
を
し
そ 

 
 

『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
九
「
羇
旅
歌
」
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
読
人
不

知
歌
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
芸
大
本
よ
り
数
十
年
前
に
薮
内

竹
心
が
著
し
た
『
茶
道
霧
乃
海
』
で
あ
る
。
そ
の
成
立
に
つ
い
て
、
谷
端

昭
夫
氏
は
「
薮
内
竹
心
の
手
に
な
る
『
茶
道
霧
乃
海
』
は
、
序
に
よ
れ
ば

茶
道
興
隆
期
に
あ
た
る
元
禄
期
前
後
の
茶
道
界
が
、「
正
風
の
意
趣
一
向
磨

滅
」
し
て
「
途
方
を
失
」
い
、
あ
た
か
も
「
霧
海
ニ
南
針
を
失
ふ
」
よ
う

な
状
況
で
あ
る
こ
と
を
嘆
き
、
こ
れ
を
「
正
風
に
吹
き
か
へ
さ
ん
こ
と
」

を
願
っ
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
」
(18)
と
指
摘
し
て
い
る
。
芸

大
本
の
一
首
は
そ
れ
と
別
の
物
で
あ
る
が
、
類
似
し
た
意
味
を
持
つ
和
歌

を
入
れ
た
の
は
作
者
が
こ
の
百
首
和
歌
を
以
て
特
定
な
目
的
を
果
た
す
か

ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
恐
ら
く
、
竹
心
の
意
図
に
一
致
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。 

 

五 

お
わ
り
に 

 
 

小
論
に
お
い
て
、
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
利
久
居
士
茶
道
百

首
』
に
焦
点
を
あ
て
て
、
そ
の
成
立
年
代
と
構
成
内
容
を
検
討
し
た
。 

 

和
歌
の
有
無
か
ら
、『
紹
鴎
百
首
』
諸
伝
本
の
和
歌
と
の
校
合
を
通
じ
て
、

芸
大
本
は
「
利
久
」
を
冠
し
た
も
の
の
、『
利
休
百
首
』
系
統
よ
り
『
紹
鴎

百
首
』
系
統
に
近
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 

 

和
歌
内
容
の
面
で
は
、
芸
大
本
は
「
将
軍
家
茶
道
」
の
色
彩
を
残
っ
て

い
る
と
と
も
に
、
意
識
的
に
「
侘
茶
」
の
精
神
性
を
追
及
し
た
制
作
者
の

姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
し
て
成
立
年
代
か
ら
見
る
と
、
芸
大
本
は
十

八
世
紀
に
成
立
し
た
も
の
と
し
て
、
現
時
点
で
知
り
う
る
茶
道
和
歌
伝
本

に
お
い
て
百
首
に
整
っ
て
い
る
最
古
の
も
の
と
い
え
、
百
首
に
整
え
た
時

期
を
一
八
五
六
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
法
護
普
須
磨
』
よ
り
八
十
年
以
上

前
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
芸
大
本
の
意
義
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
安

永
二
年
頃
、
表
千
家
第
七
代
千
宗
左
（
如
心
斎
）
や
裏
千
家
第
八
代
千
宗

室
（
一
燈
）
が
活
躍
し
、
七
事
式
と
い
う
新
た
な
作
法
を
制
定
し
た
時
期

に
当
た
る
。
こ
れ
は
茶
道
流
派
に
お
け
る
家
元
シ
ス
テ
ム
の
形
成
と
発
展
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に
も
関
連
を
持
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
よ
う
。 

                                        
 

(1)  
近
年
、
そ
れ
に
関
し
て
二
冊
の
著
書
が
出
版
さ
れ
た
。
阿
部
宗
正
著
『
利
休

道
歌
に
学
ぶ
』（
二
〇
一
三
年
八
月
十
一
日
）
と
淡
交
社
編
集
局
編
『
利
休
百 

首
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
（
二
〇
一
三
年
五
月
二
十
三
日
）
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

阿
部
宗
正
著
『
利
休
道
歌
に
学
ぶ
』
は
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
二
十
六
日
に
初

版
発
行
以
来
、
二
〇
一
三
年
に
至
る
ま
で
に
八
版
発
行
ま
で
に
な
っ
て
い
て
、

広
く
世
に
迎
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

(2)  

筒
井
紘
一
『
茶
書
の
系
譜
』（
文
一
総
合
出
版
、
一
九
七
八
年
十
一
月
三
十
日
） 

 
 

一
一
七
頁 

(3)  

筒
井
紘
一
『
茶
書
の
系
譜
』
一
三
一
頁 

(4) 

筒
井
紘
一
『
茶
書
の
系
譜
』
一
二
八
頁 

(5) 

筒
井
紘
一
『
茶
書
の
系
譜
』
一
一
六
、
一
一
七
頁 

(6)  

筒
井
紘
一
「
茶
湯
百
首
に
つ
い
て
（
三
）
―
道
歌
の
成
立
と
発
展
―
」
（
『
茶

湯
』
十
三
号 

一
九
七
七
年
）
十
八
頁 

(7)  

筒
井
紘
一
『
茶
書
の
系
譜
』
一
一
八
頁 

(8)  

谷
端
昭
夫
『
よ
く
わ
か
る
茶
道
の
歴
史
』（
淡
交
社 

二
○
○
七
年
）
一
三
四

頁 

(9)  

彦
根
藩
資
料
調
査
研
究
委
員
会
編
『
史
料
井
伊
直
弼
の
茶
の
湯
』
上
（
彦
根

城
博
物
館
、
二
○
○
二
年
）
二
○
八
～
二
一
九
頁 

(10)  

彦
根
藩
資
料
調
査
研
究
委
員
会
編
『
史
料
井
伊
直
弼
の
茶
の
湯
』
上
（
彦
根 

城
博
物
館
、
二
○
○
二
年
）
二
一
二
頁
、
三
五
二
頁  

(11) 

石
塚
修
「
『
紹
鴎
百
首
』
の
も
た
ら
す
意
味
―
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
本
の
紹
介 

を
中
心
に
―
」
『
武
野
紹
鴎
わ
び
の
創
造
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
○
○
九
年
） 

二
五
五
～
二
六
一
頁
佐
賀
本
釈
文
に
は
表
一
の
歌
は
な
い
。 

(12)  

利
休
が
『
南
坊
録
』
を
著
し
た
南
坊
宗
啓
に
示
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。 

(13)  

『
烏
鼠
集
』
（
『
茶
道
文
化
研
究
』
第
一
輯
）
一
○
六
～
二
三
一
頁 

巻
一
に
「
貴
人
」
「
貴
客
」
を
含
め
て
十
九
か
条
、
巻
二
に
な
し
、
巻
三
に 

                                        
 

 
 

十
五
か
条
、
巻
四
に
十
一
か
条 

(14)  

町
田
忠
三
「
『
石
州
三
百
個
条
』
成
立
の
背
景
と
将
軍
茶
道
師
範
」（
『
茶
の
湯 

文
化
学
』
十
号 

二
○
○
五
年
三
月
）
の
中
の
説
を
引
用
し
た
。 

(15) 

裏
千
家
十
一
代
家
元
玄
々
斎
が
筆
写
し
た
も
の
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

に
出
版
さ
れ
た
に
つ
れ
て
多
く
の
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
節
で 

取
り
上
げ
た
写
『
利
休
居
士
教
諭
百
首
詠
』（
架
蔵
本
２
）
と
は
同
じ
題
を
持

っ
て
い
る
が
、
後
者
に
は
九
十
九
首
和
歌
を
持
つ
こ
と
か
ら
見
る
と
、『
法
護

普
須
磨
』
と
は
異
本
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

(16)  

金
澤
宗
爲
編
『
利
休
百
首
私
解
』（
茶
道
月
報
社 

一
九
二
七
年
十
二
月
）
内

容
索
引
参
照 

(17) 

茶
道
資
料
館
編
『
近
代
黎
明
期
の
茶
の
湯 

裏
千
家
十
一
代
玄
々
斎
宗
室
の

時
代
』
（
二
○
○
一
年
十
月
） 

(18) 

谷
端
昭
夫
「
薮
内
竹
心
と
「
茶
道
霧
乃
海
」
」
『
茶
湯
』
十
三
号
（
思
文
閣
出

版 

一
九
七
七
年
九
月
）
四
十
四
頁 
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【
凡
例
】 

・
底
本
に
は
、
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
（
上
野
校
地
図
書
館
本
館
） 

 

所
蔵
『
利
久
居
士
茶
道
百
首
』
を
用
い
た
。 

・
改
行
、
仮
名
遣
、
清
濁
な
ど
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。 

・
漢
字
は
、
通
行
の
字
体
に
統
一
し
た
。 

・
虫
損
な
ど
に
よ
り
判
読
が
難
し
い
と
こ
ろ
は
□
で
示
し
た
。 

・
明
瞭
の
た
め
、
小
論
の
筆
者
が
後
に
付
し
た
題
名
「
二
十
六
首
和
歌
」 

 

と
「
百
首
和
歌
」
を
加
え
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
通
番
号
を
歌
の
下 

 

に
漢
数
字
で
示
し
た
。 

 

右
百
首
つ
れ
〳
〵
な
る
折
し
も
炉
辺
に 

座
し
て
あ
と
さ
き
と
な
き
そ
ゝ
ろ
こ
と 

書
つ
け
侍
れ
は
漸
百
首
に
成
も
と
の 

功
志
の
心
に
も
か
ひ
も
や
す
ら
む 

し
か
は
あ
れ
と
も
初
心
を
道
ひ
か
ん
便 

と
も
な
ら
む
か
し 

 

 

慶
長
三
戊

戌

年 
 

 
 

利
休
居
士 

 
 

 

十
月
朔
日 

 
 

 
 

 
 

宗
易 

  

炭
寸
法
之
覚 

輪
炭
丸
三
寸
三
分
厚
サ
二
寸
三
分 

丸
み
二
寸
一
分
長
サ
六
寸 

丸
み
一
寸
九
分
半
長
サ
四
寸
四
分
わ
り 

丸
み
一
寸
長
サ
二
寸
五
分 

丸
み
一
寸
一
分
半
長
サ
三
寸
一
分
わ
り 

丸
み
一
寸
一
分
長
サ
二
寸
七
分 

丸
み
一
寸
長
サ
二
寸
二
分 

 

「
二
十
六
首
和
歌
」 

一
露
地
あ
け
て
ま
つ
こ
な
た
よ
り
遠
見
し
て 

 
 

 
 

 
 

一 

 
こ
ゝ
ろ
し
つ
か
に
入
も
の
そ
か
し 

一
客
入
て
あ
と
は
し
ま
ひ
の
や
く
な
れ
は 

 
 

 
 

 
 

 

二 
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露
ち
の
戸
を
し
め
か
け
よ
か
け
か
ね 

一
中
く
ゝ
り
入
は
う
へ
こ
え
さ
て
は
ま
た 

 
 

 
 

 
 

 

三 

 

ほ
の
か
に
み
え
し
か
く
を
こ
そ
み
め 

一
客
な
と
の
手
水
つ
か
は
ゝ
先
ま
へ
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

四 

 

ひ
さ
く
を
き
や
う
か
ね
を
わ
す
る
な 

一
か
た
な
を
は
上
に
つ
り
た
る
た
な
に
を
き 

 
 

 
 

 
 

五 

 

わ
き
さ
し
扇
子
し
た
た
な
に
お
く 

一
貴
人
な
と
あ
い
客
な
ら
は
我
か
た
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

六 

 

は
な
か
み
し
き
て
か
へ
に
も
た
せ
よ 

一
に
し
り
あ
か
り
入
て
そ
の
ま
ゝ
床
を
み
て 

 
 

 
 

 
 

七 

 

た
い
め
に
う
つ
り
棚
か
ま
を
見
よ 

一
座
に
つ
か
は
す
こ
し
ほ
と
く
は
見
合
て 

 
 

 
 

 
 

 
八 

 

て
い
主
は
出
て
一
禮
を
い
ふ 

一
炭
し
ま
ひ
た
き
物
く
へ
て
香
合
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九 

 

ふ
た
す
る
と
き
に
所
望
こ
そ
す
れ 

一
会
席
の
す
は
ら
は
客
も
ひ
さ
を
た
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

十 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

膳
を
い
た
ゝ
き
し
た
に
こ
そ
お
く 

一
膳
を
あ
け
茶
く
は
ゝ
出
さ
す
其
後
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
一 

 

は
や
く
手
水
に
た
つ
も
の
そ
か
し 

一
絵
を
ま
き
て
床
に
は
花
を
入
お
き
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
二 

 

お
き
含
し
て
客
入
を
ま
つ 

一
と
ら
を
う
た
は
客
も
こ
ゝ
ろ
得
手
水
し
て 

 
 

 
 

 
 

十
三 

 

花
を
ま
つ
み
て
置
合
見
よ 

一
置
あ
わ
せ
残
ら
す
客
も
見
し
ま
は
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
四 

 

て
い
主
は
出
て
ち
や
を
立
る
な
り 

一
名
物
の
ち
や
い
れ
は
い
け
ん
す
る
と
き
は 

 
 

 
 

 
 

十
五 

 
 

 
 

 
 

 

 

手
を
の
こ
ひ
つ
ゝ
つ
ゝ
し
ん
て
見
よ 

一
名
ふ
つ
の
ち
や
入
出
た
る
茶
の
湯
に
は 

 
 

 
 

 
 

 

十
六 

 

は
や
く
所
望
を
す
る
と
こ
そ
き
け 

一
わ
ひ
な
と
の
手
ま
い
拝
け
ん
す
る
時
は 

 
 

 
 

 
 

 

十
七 

 

し
ま
は
せ
て
の
ち
茶
入
み
て
よ
し 

一
茶
入
見
て
本
座
へ
返
し
置
て
後 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
八 

 

て
い
主
は
出
て
ち
や
入
と
り
こ
む 

一
も
し
は
ま
た
釜
の
ふ
た
な
と
は
大
き
く
は 

 
 

 
 

 
 

十
九 
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そ
と
へ
出
し
て
を
き
も
す
る
も
の 

一
し
ま
ひ
て
は
柄
杓
す
く
か
へ
ふ
た
置
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
十 

 

下
へ
お
ろ
し
て
水
指
の
ま
へ 

一
く
さ
り
に
て
す
み
す
る
な
ら
は
つ
る
は
ま
た 

 
 

 
 

 

二
十
一 

 

釜
お
く
か
た
の
か
へ
に
も
た
せ
よ 

一
上
の
た
な
く
は
ん
と
羽
箒
外
に
ま
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
十
二 

 

羽
と
か
う
は
こ
も
か
さ
る
も
の
な
り 

一
ふ
た
置
に
五
と
く
出
さ
は
心
得
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
十
三 

 

う
へ
し
た
か
へ
し
釜
の
ふ
た
お
け 

一
茶
巾
を
は
水
さ
し
の
ま
へ
も
し
は
又 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
十
四 

 

ひ
さ
く
お
く
へ
き
た
な
の
は
し
に
も 

一
た
な
置
て
ち
や
立
る
な
ら
は
茶
巾
を
は 

 
 

 
 

 
 

 
二
十
五 

 

ふ
く
た
め
て
を
く
さ
ほ
う
成
り
け
り 

一
こ
ほ
し
を
は
ひ
さ
よ
り
少
さ
け
て
お
け 

 
 

 
 

 
 

 

二
十
六 

 
 

 
 

 

本

ノ
マ
マ 

 

す
ゝ
き
を
う
つ
に
も
の
け
り 

 

ほ
の
〳
〵
と
あ
か
し
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⒤

 
 

 
 

 
 

 
 

う
ら
の
あ
さ
霧
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
古
今
和
歌
集
』
四
○
九 

嶋
か
く
れ
ゆ
く 

 
 

お
も
ふ 

 
 

 
 

舟
を
し
そ 

 

「
百
首
和
歌
」 

一
そ
の
道
に
い
ら
む
と
お
も
ふ
心
こ
そ 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

 

わ
か
身
な
か
ら
の
師
道
な
り
け
り 

一
な
ら
ひ
つ
ゝ
見
て
こ
そ
し
る
れ
習
は
す
に 

 
 

 
 

 
 

二 

 

よ
し
あ
し
い
ふ
は
お
ろ
か
な
り
け
り 

一
心
さ
し
ふ
か
き
人
に
は
先
た
ち
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三 

 

あ
は
れ
み
ふ
か
く
よ
く
そ
お
し
ゆ
る 

一
我
を
す
て
人
に
物
と
ひ
な
ら
ふ
社 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四 

 

の
ち
は
上
手
の
も
と
ゐ
成
け
り 

一
上
手
に
は
す
き
と
器
用
と
功
つ
む
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

五 

 

此
み
つ
そ
ろ
ふ
人
こ
そ
は
な
れ 

一
手
ま
へ
を
は
よ
は
み
を
見
す
な
た
ゝ
つ
よ
く 

 
 

 
 

 

六 
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さ
れ
と
風
そ
く
い
や
し
く
な
し
そ 

一
手
ま
へ
を
は
つ
よ
み
は
か
り
と
お
も
ふ
な
よ 

 
 

 
 

 

七 

 

つ
よ
き
は
よ
は
く
か
る
く
お
も
か
れ 

一
手
前
と
は
う
す
ち
や
に
あ
る
と
き
く
物
を 

 
 

 
 

 
 

八 

 

そ
さ
う
に
お
も
ふ
人
は
あ
や
ま
り 

一
濃
茶
に
は
手
ま
へ
を
す
て
ゝ
一
す
し
に 

 
 

 
 

 
 

 

九 

 

ふ
く
と
か
け
ん
と
い
き
ち
ら
す
な 

一
こ
ひ
茶
に
は
湯
か
け
ん
あ
つ
く
ふ
く
な
猶 

 
 

 
 

 
 

十 

 

あ
は
な
き
や
う
に
か
た
ま
り
も
な
く 

一
と
に
か
く
に
ふ
く
の
か
け
ん
を
お
ほ
ゆ
る
は 

 
 

 
 

十
一 

 

こ
い
ち
や
さ
い
〳
〵
た
て
ゝ
よ
く
し
れ 

一
茶
を
た
て
は
ち
や
せ
ん
に
心
よ
く
つ
け
て 

 
 

 
 

 
十
二 

 

ち
や
わ
ん
の
そ
こ
へ
つ
よ
く
あ
た
る
な 

一
中
つ
き
の
ふ
た
は
よ
こ
て
に
か
け
て
と
れ 

 
 

 
 

 

十
三 

 

ち
や
さ
く
ま
ろ
く
に
お
く
物
そ
か
し 

一
他
所
に
て
は
茶
を
入
て
後
ち
や
し
や
く
に
て 

 
 

 
 

十
四 

 

ち
や
は
ん
の
ふ
ち
を
う
た
ぬ
も
の
な
り 

一
棗
を
は
ふ
た
は
う
へ
よ
り
か
け
て
と
れ 

 
 

 
 

 
 

十
五 

 

ち
や
さ
く
も
う
へ
に
を
く
物
そ
か
し 

一
う
す
茶
入
ま
き
ゑ
ほ
り
も
の
あ
る
な
ら
は 

 
 

 
 

 

十
六 

 

順
逆
お
ほ
え
た
つ
る
も
の
な
り 

一
棗
に
て
濃
茶
を
た
て
は
い
つ
と
て
も 

 
 

 
 

 
 

 

十
七 

 

ふ
た
す
る
時
は
ふ
く
さ
に
て
お
け 

一
肩
衝
は
中
続
と
又
お
な
し
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
八 

 

そ
こ
に
ゆ
ひ
を
は
か
け
ぬ
物
な
り 

一
文
琳
や
茄
子
ま
る
壺
な
つ
め
に
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
九 

 

そ
こ
へ
ゆ
ひ
か
け
も
つ
は
あ
や
ま
り 

一
大
海
を
應
答
と
き
は
大
ゆ
ひ
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
十 

 

か
た
へ
か
く
る
は
習
と
そ
き
く 

一
し
め
さ
ゝ
る
茶
巾
さ
は
き
は
湯
を
少
し 

 
 

 
 

 
 

二
十
一 

 

こ
ほ
し
残
し
て
あ
し
ら
ふ
と
き
く 

一
我
の
み
し
す
ゝ
き
の
跡
を
い
た
ゝ
き
て 

 
 

 
 

 
 

二
十
二 

 

の
む
は
ま
た
な
き
あ
や
ま
り
そ
か
し 

一
す
み
を
く
に
習
ふ
は
か
り
に
か
ゝ
は
り
て 

 
 

 
 

 

二
十
三 
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ゆ
の
た
き
ら
さ
る
す
み
は
け
し
炭 

一
炭
お
く
に
た
と
ひ
習
に
そ
む
く
と
も 

 
 

 
 

 
 

 

二
十
四 

 

ゆ
の
よ
く
た
き
る
炭
は
す
み
な
り 

一
客
に
な
り
炭
す
る
な
ら
は
い
つ
と
て
も 

 
 

 
 

 
 

二
十
五 

 

い
ろ
り
の
か
と
を
く
つ
し
く
す
す
な 

一
く
す
れ
た
る
し
ら
炭
あ
ら
は
す
て
ゝ
置 

 
 

 
 

 
 

二
十
六 

 

ま
た
よ
の
す
み
を
お
く
物
そ
か
し 

一
客
に
な
り
風
爐
の
も
の
内
み
る
な
ら
は 

 
 

 
 

 
 

二
十
七 

 

灰
く
つ
れ
な
ん
気
遣
を
せ
よ 

一
墨
せ
き
を
か
く
る
時
に
は
啄
木
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
十
八 

 

勝
手
の
か
た
へ
大
か
た
は
ひ
け 

一
絵
の
物
を
か
く
る
時
に
は
啄
木
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
十
九 

 

印
あ
る
か
た
へ
ひ
く
と
こ
そ
き
け 

一
絵
に
も
ま
た
左
右
向
真
む
き
あ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
十 

 

も
し
又
床
の
勝
手
に
も
よ
る 

一
こ
し
き
釜
い
ろ
り
ふ
ち
よ
り
六
七
分 

 
 

 
 

 
 

 

三
十
一 

 

た
か
く
す
ゆ
る
は
習
と
そ
き
く 

一
う
は
口
は
い
ろ
り
ふ
ち
よ
り
六
七
分 

 
 

 
 

 
 

 

三
十
二 

 

さ
け
て
か
く
る
は
習
な
り
け
り 

一
輪
口
を
は
う
は
口
す
へ
に
す
ゑ
て
よ
し 

 
 

 
 

 
 

三
十
三 

 

さ
つ
と
か
つ
こ
う
見
合
て
よ
し 

一
し
な
〳
〵
の
か
ま
に
よ
り
て
の
名
は
多
し 

 
 

 
 

 

三
十
四 

 

か
ま
の
惣
名
く
は
ん
す
と
そ
き
く 

一
置
合
こ
ゝ
ろ
を
つ
け
て
見
る
そ
か
し 

 
 

 
 

 
 

 

三
十
五 

 

ふ
く
ろ
の
縫
め
に
て
ろ
み
に
を
け 

一
は
こ
ひ
手
前
水
さ
し
お
か
は
よ
こ
た
ゝ
み 

 
 

 
 

 

三
十
六 

 

ふ
た
つ
に
わ
り
て
ま
ん
中
に
お
け 

一
ち
や
入
ま
た
茶
筅
の
か
ね
を
し
る
な
ら
は 

 
 

 
 

 

三
十
七 

 

あ
と
に
の
こ
せ
る
道
具
め
あ
て
に 

一
よ
そ
な
と
へ
花
を
お
く
ら
は
そ
の
は
な
の 

 
 

 
 

 

三
十
八 

 

ひ
ら
き
多
く
は
や
ら
ぬ
も
の
な
り 

一
つ
り
舟
は
く
さ
り
の
間
八
寸
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
十
九 

 

出
ふ
ね
入
ふ
ね
さ
て
は
を
き
舟 

一
壺
な
と
を
床
に
か
さ
ら
む
心
あ
ら
は 

 
 

 
 

 
 

 

四
十 
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は
な
よ
り
先
に
か
さ
る
も
の
な
り 

一
夏
手
ま
へ
か
な
ら
す
釜
に
水
さ
す
と 

 
 

 
 

 
 

 

四
十
一 

 

一
す
し
に
い
ふ
人
は
あ
や
ま
り 

一
夏
な
り
と
ゆ
の
た
き
ら
す
は
ふ
た
し
め
て 

 
 

 
 

 

四
十
二 

 

な
と
あ
や
ま
り
と
人
の
い
ふ
へ
き 

一
手
桶
を
は
手
は
よ
こ
に
し
て
置
ぞ

(

マ
マ

か
し 

 
 

 
 

 
 

四
十
三 

 

ま
へ
の
ふ
た
と
り
さ
ま
へ
か
さ
ね
よ 

一
釣
瓶
を
は
手
は
た
て
に
置
ふ
た
と
ら
は 

 
 

 
 

 
 

四
十
四 

 

く
み
か
た
と
り
て
脇
へ
か
さ
ね
よ 

一
小
板
に
て
茶
を
た
て
ん
と
き
茶
巾
を
は 

 
 

 
 

 
 

四
十
五 

 

こ
い
た
の
は
し
に
お
く
物
そ
か
し 

一
茶
杓
に
て
た
か
し
の
ふ
ち
を
た
ゝ
く
人 

 
 

 
 

 
 

四
十
六 

 

と
て
も
ふ
く
さ
て
ふ
く
も
の
そ
か
し 

一
か
け
物
の
釘
う
つ
な
ら
は
大
輪
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 

四
十
七 

 

九
分
下
て
う
て
釘
も
九
分
成
り 

一
中
央
に
き
や
う
し
こ
し
さ
す
其
時
は 

 
 

 
 

 
 

 

四
十
八 

 

は
い
な
し
左
火
は
し
右
な
り 

一
喚
鍾
は
は
し
め
三
ッ
に
の
ち
ふ
た
つ 

 
 

 
 

 
 

 

四
十
九 

 

合
て
五
つ
う
つ
と
こ
そ
き
け 

一
茶
を
ふ
ら
は
手
先
て
ふ
る
と
お
も
ふ
な
よ 

 
 

 
 

 

五
十 

 

ひ
し
に
て
ふ
る
か
そ
れ
か
ひ
し
也 

一
湯
を
く
ま
は
ひ
さ
く
に
心
月
の
輪
の 

 
 

 
 

 
 

 

五
十
一 

 

そ
こ
ね
ぬ
や
う
に
心
得
て
く
め 

一
ひ
さ
く
に
て
湯
や
ま
た
水
を
汲
時
は 

 
 

 
 

 
 

 

五
十
二 

 

汲
と
お
も
は
し
持
と
お
も
は
し 

一
床
に
ま
た
古
今
集
な
と
お
て
め
お
か
は 

 
 

 
 

 
 

五
十
三 

 

外
の
哥
書
を
は
か
さ
ら
ぬ
と
き
く 

一
外
題
あ
る
物
の
本
な
と
み
る
時
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
十
四 

 

功
者
に
一
た
ひ
見
せ
て
ひ
ら
け
よ 

一
香
合
や
鐶
か
羽
箒
か
さ
り
を
か
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
十
五 

 
右
羽
ひ
た
り
羽
吟
味
し
て
を
け 

一
名
物
の
茶
碗
い
て
た
る
茶
の
湯
に
は 

 
 

 
 

 
 

 

五
十
六 

 

す
こ
し
心
得
か
は
る
と
そ
き
く 
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一
朝
会
に
す
き
や
の
内
は
行
燈
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
十
七 

 

夜
会
に
は
ま
た
短
檠
そ
か
し 

一
燈
に
油
を
つ
か
は
お
ほ
く
つ
け 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
十
八 

 

客
に
あ
か
さ
る
心
得
と
し
れ 

一
燈
に
陰
と
陽
と
の
か
は
り
あ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
十
九 

 

朝
を
は
陰
に
晩
は
陽
な
り 

一
い
に
し
へ
は
夜
会
な
と
に
は
床
も
ま
た 

 
 

 
 

 
 

六
十 

 

か
け
物
は
な
も
な
き
と
こ
そ
き
け 

一
夏
な
と
は
す
み
も
細
篭
か
な
火
は
し 

 
 

 
 

 
 

 

六
十
一 

 

き
や
ら
き
に
香
合
へ
き
物
と
し
れ 

一
冬
く
れ
は
炭
も
ふ
く
へ
に
柄
の
火
は
し 

 
 

 
 

 
 

六
十
二 

 

木
地
香
合
に
た
き
物
と
し
れ 

一
い
に
し
へ
は
名
物
な
と
の
香
合
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
十
三 

 

直
に
た
き
も
の
い
れ
ぬ
と
そ
き
く 

一
夏
く
れ
は
水
次
も
又
か
ね
の
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
十
四 

 

冬
は
ぬ
り
た
る
し
ん
の
か
た
く
ち 

一
蓋
置
に
三
つ
足
あ
ら
は
足
二
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
十
五 

 

む
か
ふ
へ
な
す
と
心
得
て
お
け 

一
二
畳
台
三
畳
た
い
の
水
さ
し
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
十
六 

 

ま
つ
九
目
に
を
く
と
こ
そ
き
く 

一
茶
巾
を
は
長
み
布
は
く
よ
こ
は
ま
た 

 
 

 
 

 
 

 

六
十
七 

 

ぬ
い
た
て
七
寸
五
寸
五
分
に
も 

一
帛
を
は
九
寸
一
尺
ほ
か
に
ま
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
十
八 

 

八
寸
九
寸
に
す
る
人
も
あ
り 

一
薄
板
は
長
み
一
尺
三
寸
五
分 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
十
九 

 

よ
こ
の
ひ
ろ
さ
は
九
寸
と
そ
き
く 

一
う
す
板
は
床
か
ま
ち
よ
り
十
七
め 

 
 

 
 

 
 

 
 

七
十 

 

ま
た
は
十
八
十
九
め
に
お
く 

一
薄
板
も
床
の
大
小
実
は
ま
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

七
十
一 

 

道
具
に
寄
て
か
は
る
品
〳
〵 

一
花
入
の
打
釘
は
ま
た
地
敷
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
十
二 

 
三
尺
弐
寸
五
分
か
三
寸 

一
花
入
に
大
小
あ
ら
は
見
合
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

七
十
三 

 

か
ね
を
は
つ
し
て
う
つ
は
法
な
り 
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一
竹
釘
は
か
は
め
を
上
へ
打
と
き
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

七
十
四 

 

か
は
め
を
下
へ
う
つ
は
あ
や
ま
り 

一
三
ッ
釘
は
中
の
く
き
よ
り
両
脇
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

七
十
五 

 

七
寸
三
分
間
を
置
て
う
て 

一
三
ふ
く
の
絵
を
か
く
る
に
は
中
を
か
け 

 
 

 
 

 
 

七
十
六 

 

ち
く
先
を
か
け
次
に
ち
く
わ
き 

一
か
け
物
を
か
く
る
時
に
は
か
へ
付
を 

 
 

 
 

 
 

 

七
十
七 

 

一
分
の
間
を
お
く
と
こ
そ
き
け 

一
絵
に
よ
り
て
は
な
の
心
は
お
ほ
か
ら
む 

 
 

 
 

 
 

七
十
八 

 

か
せ
に
た
て
つ
く
草
は
な
は
な
し 

一
か
ね
て
よ
り
約
束
し
け
る
客
な
ら
は 

 
 

 
 

 
 

 
七
十
九 

 

心
を
真
に
こ
と
を
か
ろ
か
れ 

一
笠
山
の
か
さ
り
の
と
き
は
か
け
も
の
も 

 
 

 
 

 
 

八
十 

 

山
水
な
と
は
さ
し
合
と
し
れ 

一
床
に
ま
た
籠
は
な
入
に
花
い
け
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
十
一 

 

 

う
す
板
な
と
は
し
か
ぬ
も
の
な
り 

一
生
花
を
よ
り
て
拝
見
す
る
な
ら
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
十
二 

 

三
尺
よ
け
て
こ
な
た
に
て
見
よ 

一
何
時
も
花
を
は
い
け
ん
す
る
な
ら
は 

 
 

 
 

 
 

 

八
十
三 

 

扇
子
を
ぬ
き
て
よ
り
て
み
る
物 

一
花
い
け
は
ゑ
ん
の
き
ら
す
な
そ
の
花
の 

 
 

 
 

 
 

八
十
四 

 

つ
り
合
し
り
て
生
る
物
な
り 

一
其
花
の
ゑ
ん
の
き
る
ゝ
を
し
る
時
は 

 
 

 
 

 
 

 

八
十
五 

 

あ
か
た
ま
ふ
た
つ
合
に
白
玉 

一
花
い
け
は
あ
い
を
き
ら
す
な
続
よ
く 

 
 

 
 

 
 

 

八
十
六 

 
 

 

 

さ
い
〳
〵
生
て
よ
く
か
て
ん
せ
よ 

一
細
口
の
花
い
け
な
ら
は
い
つ
と
て
も 

 
 

 
 

 
 

 

八
十
七 

 

水
す
こ
し
入
生
る
も
の
な
り 

一
四
畳
半
大
目
に
む
か
ひ
蓋
お
か
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
十
八 

 

ふ
ち
よ
り
三
つ
め
大
小
に
よ
る 

一
こ
し
き
釜
ひ
さ
く
は
内
へ
い
る
な
れ
は 

 
 

 
 

 
 

八
十
九 

 
わ
く
ち
は
ふ
ち
へ
か
け
て
こ
そ
お
け 

一
わ
く
ち
と
て
ふ
ち
へ
か
た
り
と
一
す
し
に 

 
 

 
 

 

九
十 

 

お
も
ふ
な
そ
れ
も
口
の
た
か
ひ
く 
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一
す
み
お
く
に
五
と
く
の
上
を
こ
す
時
は 

 
 

 
 

 
 

九
十
一 

 

か
ま
を
か
け
て
は
く
つ
な
る
と
し
れ 

一
よ
の
中
に
ふ
く
さ
さ
は
き
を
て
ま
は
し
に 

 
 

 
 

 

九
十
二 

 

に
き
り
て
ふ
く
は
こ
の
ま
さ
り
け
り 

一
ひ
さ
く
を
は
は
つ
ま
せ
つ
か
ふ
人
お
ほ
く 

 
 

 
 

 

九
十
三 

 

し
さ
ひ
の
茶
を
は
何
と
た
つ
ら
む 

一
音
た
か
く
茶
わ
ん
の
ふ
ち
を
茶
杓
に
て 

 
 

 
 

 
 

九
十
四 

 

う
つ
は
又
な
き
あ
や
ま
り
そ
か
し 

一
ひ
と
手
ま
へ
た
つ
か
内
に
も
よ
し
め
し
の 

 
 

 
 

 

九
十
五 

 

 

わ
か
ち
を
は
し
れ
う
む
の
こ
ゝ
ろ
を 

一
下
手
と
見
て
人
を
見
こ
な
す
人
は
下
手 

 
 

 
 

 
 

九
十
六 

 

と
ら
へ
て
後
の
つ
と
は
し
ら
れ
す 

一
功
つ
め
て
習
は
ぬ
と
て
も
い
つ
と
な
く 

 
 

 
 

 
 

九
十
七 

 

し
せ
ん
に
か
な
ふ
ふ
し
き
な
り
け
り 

一
目
に
み
て
も
耳
に
ふ
れ
つ
ゝ
か
を
か
き
て 

 
 

 
 

 

九
十
八 

 

 

こ
と
を
と
ひ
つ
ゝ
か
て
ん
せ
よ
か
し 

一
よ
し
あ
し
は
そ
の
い
に
し
へ
の
和
尚
よ
り 

 
 

 
 

 

九
十
九 

 

つ
た
へ
を
き
に
し
書
物
に
と
へ 

一
習
を
は
ち
り
あ
く
た
そ
と
お
も
ひ
し
れ 

 
 

 
 

 
 

百 

 

書
物
は
反
故
こ
し
は
り
に
せ
よ 

 

安
永
二
癸

巳

年
霜
月
朔
日 

岩
波
氏し

舄
（
マ
マ
）

之 
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【
和
歌
対
照
表
二
―
一
】 

 
便
宜
上
、
各
歌
の
最
後
に
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
通
番
号
を
付
け
た
。 

  
 

絵
に
も
ま
た
左
右
向
真
む
き
あ
り
も

し
又
床
の
勝
手
に
も
よ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
十 

客
に
な
り
炭
す
る
な
ら
は
い
つ
と
て

も 

い
ろ
り
の
か
と
を
く
つ
し
く
す

す
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
十
五 

す
み
を
く
に
習
ふ
は
か
り
に
か
ゝ
は

り
て 

ゆ
の
た
き
ら
さ
る
す
み
は
け

し
炭 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
十
三 

こ
い
茶
に
は
湯
か
け
ん
あ
つ
く
ふ
く

猶 

あ
わ
な
き
や
う
に
か
た
ま
り
も

な
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
十 

手
ま
へ
を
は
つ
よ
み
は
か
り
と
お
も
ふ

な
よ 

つ
よ
き
は
よ
は
く
か
る
く
お
も

か
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

七 

芸
大
本 

絵
に
も
又
左
り
右
向
真
向
有
若
亦
床

の
勝
手
に
も
よ
る 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
十
七 

客
に
な
り
底
取
な
ら
は
い
つ
と
て
も

い
ろ
り
の
角
を
崩
し
崩
す
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
十
八 

炭
置
に
習
計
に
か
ゝ
わ
り
て 

湯
の

た
き
ら
さ
る
炭
は
け
し
す
み 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
十
六 

濃
茶
に
は
湯
か
け
ん
あ
つ
く
ふ
く
は

猶 

淡
な
き
様
に
か
た
ま
り
も
な
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
一 

手
前
を
は
強
み
計
と
思
ふ
な
よ 

つ

よ
き
に
よ
わ
く
軽
く
重
か
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七 

続
群
書
本 

絵
に
も
ま
た
右
左
向
真
向
あ
り
も
し
又
床
の

勝
手
に
も
よ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
十
三 

客
に
な
り
底
取
な
ら
は
い
つ
と
て
も 

囲
炉

裏
の
角
を
崩
し
く
つ
す
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
十
四 

炭
置
に
習
は
か
り
に
か
ゝ
わ
り
て 

湯
の
た

き
ら
さ
る
炭
は
け
し
炭 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
十
二 

こ
ひ
茶
に
は
湯
加
減
あ
つ
く
服
は
な
を 

あ

わ
な
き
よ
う
に
か
た
ま
り
も
な
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
七 

手
前
を
は
つ
よ
み
は
か
り
と
お
も
ふ
な
よ

強
き
は
よ
わ
く
か
る
く
重
か
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

七 

佐
賀
本 
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【
和
歌
対
照
表
二
―
二
】 

       
 

習
を
ち
り
あ
く
た
そ
と
お
も
ひ

し
れ 

書
物
は
反
故
こ
し
は
り

に
せ
よ 

 
 

 
 

 
 

 

百 

生
花
を
よ
り
て
拝
見
す
る
な
ら

は 

三
尺
よ
け
て
こ
な
た
に
て

見
よ 

 
 

 
 

 
 
 

八
十
二 

夏
く
れ
は
水
次
も
又
か
ね
の
も

の 

冬
は
ぬ
り
た
る
し
ん
の
か

た
く
ら 

 
 

 
 

 
 

六
十
四 

茶
を
ふ
ら
は
手
先
て
ふ
る
と
お

も
う
な
よ 

ひ
し
に
て
ふ
る
か

そ
れ
か
ひ
し
也 

 
 

 
 

五
十 

夏
な
り
と
ゆ
の
た
き
ら
す
は
ふ

た
し
め
て 

な
と
あ
や
ま
り
と

人
の
う
ふ
へ
き 

 
 

 

四
十
二 

芸
大
本 

習
を
は
塵
芥
そ
と
是
を
知
れ

書
物
は
反
古
腰
張
に
せ
よ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

百
五 

立
花
な
と
寄
て
拝
見
す
る
時
は

三
尺
有
て
此
方
に
て
見
よ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

百
一 

夏
な
と
は
水
次
も
又
か
ね
の
も

の 
冬
は
ぬ
り
た
る
し
ん
の
片

口 
 

 
 

 
 

 
 

七
十
五 

茶
を
ふ
ら
は
手
先
て
ふ
る
と
思

ふ
な
よ 

ひ
ち
に
て
振
り
そ
夫

か
秘
事
也 

 
 

 
 

五
十
九 

な
つ
な
り
と
湯
の
た
き
ら
す
は

蓋
〆
て 

持
あ
や
ま
り
に
な
り

は
成
ま
し 

 
 

 
 

 

五
十 

続
群
書
本 

無 立
花
な
と
よ
り
て
拝
見
す
る
時
は

三
尺
あ
り
て
こ
な
た
よ
り
見
よ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
十
九 

夏
な
と
は
水
次
も
か
ね
か
よ
し

冬
は
塗
た
る
志
の
片
口 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
三 

茶
を
ふ
ら
は
手
先
て
ふ
る
と
お
も

ふ
な
よ 

ひ
ち
に
て
ふ
る
か
そ
な

か
秘
事
也 

 
 

 
 

 

六
十
四 

無 佐
賀
本 
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【
和
歌
配
列
一
覧
】 

 

利
休
百
首
和
歌
（
架
蔵
本
１
） 

慶
應
本 

東
大
本
１ 

東
大
本
２ 

利
休
居
士
教
諭
百
首
詠
（
架
蔵
本
２
） 

芸
大
本 

紹
鴎
百
首
佐
賀
本 

紹
鴎
百
首
続
群
書
本 

 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 
 

 

一 
 

 
 

一 
 

 
 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一 
 

 

一 
 

 
 

 
 

 

一 

 

二 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二 
 

 

二 
 

 
 

九
七 

 
 

二 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二 
 

 

二 
 

 
 

 
 

 

二 

 

三 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三 
 

 

三 
 

 
 

二 
 

 
 

三 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三 
 

 

三 
 

 
 

 
 

 

三 

 

四 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四 
 

 

四 
 

 
 

三 
 

 
 

四 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四 
 

 

四 
 

 
 

 
 

 

四 

 

× 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五 
 

 

五 
 

 
 

四 
 

 
 

五 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五 
 

 

五 
 

 
 

 
 

 

五 

 

五 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六 
 

 

六 
 

 
 

七 
 

 
 

六 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六 
 

 

六 
 

 
 

 
 

 

六 

 

× 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

× 
 

 

× 
 

 
 

× 
 

 
 

七 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七 
 

 

七 
 

 
 

 
 

 

七 

 

六 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

七 
 

 

七 
 

 
 

二
三 

 
 

八 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

× 
 

 

八 
 

 
 

 
 

 

八 

 

七 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八 
 

 
八 

 
 

 

二
二 

 
 

九 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八 
 

 

九 
 

 
 

 
 

 

九 

 

八 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九 
 

 
九 

 
 

 

六
四 

 
 

一
〇 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九 
 

 

一
六 

 
 

 
 

 

一
〇 

 

× 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

× 
 

 

× 
 

 
 

× 
 

 
 

一
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
〇 

 

一
七 

 
 

 
 

 

一
一 

 

九 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
〇 

 

一
〇 

 
 

六
五 

 
 

一
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
一 

 

一
八 

 
 

 
 

 

一
二 

 

一
〇 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
一 
 

一
一 

 
 

二
五 

 
 

× 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
二 

 

一
九 

 
 

 
 

 

一
三 

 

一
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
二 

 

一
二 

 
 

二
六 

 
 

一
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
四 

 

二
〇 

 
 

 
 

 

一
四 

 

一
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
三 

 

一
三 

 
 

五
〇 

 
 

一
四 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
三 

 

二
一 

 
 

 
 

 

一
五 

 

一
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
四 

 

一
四 

 
 

五
一 

 
 

一
五 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
五 

 

二
二 

 
 

 
 

 

一
六 

 

一
五 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
五 

 

一
五 

 
 

四
七 

 
 

一
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
六 

 

二
三 

 
 

 
 

 

一
七 

 

一
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
六 

 

一
六 

 
 

四
三 

 
 

× 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
七 

 

二
四 

 
 

 
 

 

一
八 

 

一
四 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
七 

 

一
七 

 
 

四
五 

 
 

一
七 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
八 

 

二
五 

 
 

 
 

 

一
九 

 

一
七 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
八 

 

一
八 

 
 

四
六 

 
 

一
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
九 

 

二
六 

 
 

 
 

 

二
〇 

 

一
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
九 

 

一
九 

 
 

四
八 

 
 

一
九 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
〇 

 

二
七 

 
 

 
 

 

二
一 

 

一
九 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
〇 

 

二
〇 

 
 

五
三 

 
 

二
〇 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

× 
 

 

二
八 

 
 

 
 

 

二
二 

 

二
〇 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
一 

 

二
一 

 
 

四
二 

 
 

二
一 
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